
oo 昭和44年1月上旬の日本海側大雪のとぎの気象衛星写真

8号の写真をめせた．写真をみて特に興味深い、点は

　1．北西季節風による雲は，日本海に入づてからでき

はじめる．しかも日本海に入ってすく・できている．

（これは大雪のときの特徴である）．

　2．北海道西岸には小低気圧が存在し，それに付随す

る収束雲が間宮海峡から南下し，しだいに北海道のほう

に湾曲し，ちょうどそれがぶつかった地域が大雪となっ

ている．

　3．日本海中央部にも一本の長大な収束雲が発生して

いる．それは長さが1000kmもあり，北朝鮮沿岸近くか

ら発生し，能登半島，新潟付近に達しており，ちょうど

それがぶつかった地域が特に大雪となっている．

　3．1月2日午後になって，この収束雲のすぐ北側に

小低気圧が発生した（メソ的なもので移動してきたもの

かもしれない）．この小低気圧を北海道西岸の小低気圧

と対応させて考えることは興味深い．ということは，小

低気圧ができるから（できてから）収束雲ができて雪を

降らせるのか，その逆か，または同時現象かはしばしば

議論の対象になるからである．

5．一般場は北西風であっても日本海上の雲の流れは

単純でない．いくつかの雲の筋の流れの不連続線または

収束線が現れるが，特に長大なのが1本か2本あらわれ

ることがある．そしてそのようなときにしばしば大雪が

降りやすい．これもその一つの例である．このときの

850mb面の流線を描いてみるとその収束線はほぼこの

収束雲の位置・走行と一一致している．

　6．この収束雲をもたらす収束線を便宜のために仮に

“日本海収束線”と名付けると，これは従来北陸の大雪

のとぎいわれていた北陸不連続線の全容であって，北陸

不連続線は観測データなどの関係で，このも‘日本海収束

線”の海岸近くのごく一部分を対象にしていたのではあ

るまいか．

　なお，この短報については当日大雪情況監視のため出

勤しておられた予報課長久米庸孝氏から有益な示唆を頂

いた．
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